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大腿骨骨髄内脂肪量による
ヤクシカの栄養診断
（要点は赤で表記）

吉⽥和真君（岐⾩⼤学応⽤⽣物科学部共同獣医学科）の卒業論⽂から

1

目的と材料

1. 西部地域のヤクシカ個体群について、骨髄内脂肪量を調査する
ことで個体群の質を評価する

2. 骨髄内脂肪量を調査することで、ヤクシカにおける脂肪の蓄積・
消費パターンを明らかにする

目的１

目的２

⼀般的には
腎周囲脂肪

2

結果：捕獲時期ごとの骨髄内脂肪率（1回目WGで報告）
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考察：個体群の質

結果 屋久島西部地域のヤクシカ個体群では，冬期に骨髄内脂肪量が回復した

考察１-１ 冬期に骨髄内脂肪量が回復できた要因

・常緑広葉樹林という生息環境

・落葉を主食とする食性 (Agetsuma 2019)

考察１-２ 屋久島西部地域のヤクシカ個体群の質

・下層植生が衰退していても、栄養状態の悪化は確認できず，繁殖力も維持

放置すれば個体数はさらに増える可能性（現状では自然減は見込めない）

植生回復・生態系保全のためには、捕獲圧をかけ続け，人為的に個体数を
抑える必要がある

※北日本/東日本のニホンジカは冬期に脂肪畜星量が減少（Yokoyama et al. 2001; ⾼槻 2002）

年間を通して餌資源が安定

夏〜秋に⽐べ…
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考察：脂肪の蓄積・消費パターン

結果 雌雄ともに，9月や11月の捕獲個体では骨髄内脂肪が低下していた（繁殖にとも
なうエネルギー消費の増加によると考えられる）

考察２-２ ＜比較対象：エゾシカの脂肪蓄積・消費パターン＞

基本的に皮下・内臓脂肪で越冬や繁殖に必要なエネルギーを賄い、
極めて悪い栄養状態でのみ骨髄内脂肪を消費する(横⼭ 2000)

※エゾシカの成獣メスの大腿骨骨髄内脂肪は年間を通して消費されない (横⼭ 2000)

骨髄内脂肪量は著しく栄養状態が悪化した
状態下でしか使えない指標

しかし，ヤクシカでは・・・
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考察：脂肪の蓄積・消費パターン

考察２-２ ヤクシカにおける脂肪の蓄積・消費パターン

・雌雄共に，9月や11月の段階で骨髄内脂肪量の減少が確認された（冬期には回復）

・現時点では定量化できていないが，ヤクシカの皮下・内蔵脂肪（腎周囲脂肪）の蓄積は

北日本/東日本のニホンジカに比べ，かなり少ない印象←要検証

・北日本/東日本個体群と異なり、軽度な栄養状態悪化も骨髄内脂肪量で検知可能

・骨髄内脂肪量には「採取・分析者によるブレが小さい」や「採材・保管が簡便」
との利点もある

ヤクシカの栄養状態のモニタリングには、骨髄内脂肪量の活用が適切

1年を通じ餌資源が安定している環境＋温暖な気候（＝寒冷対策としての
体脂肪蓄積の必要性が低い）において発現している生理的特性？
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